
報道機関のみなさまへ 

明石高校演劇部「STAR VIEWERS ～星を見る人～」 

を天文科学館プラネタリウムで上演 

 明石高校 100周年記念行事「星を見る会」の企画として、2023年 7月 28日(金)に、明石高校

講堂にて上演された演劇「STAR VIEWERS～星を見る人～」を、天文科学館のプラネタリウムで、

再演することとなりました。 

 明石高校（当時は明石中学校）の初代校長・山内佐太郎氏と京都大学地球物理学教室の野満隆

治博士との熱い思いから始まる歴史的な子午線観測の物語であり、子午線のまち明石や、現在の

天文科学館にもつながる物語です。 

ぜひ、貴メディアで報道・ご紹介いただきますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

記 

１．名  称 STAR VIEWERS ～星を見る人～ （明石高校創立 100周年記念創作劇） 

２．日  時 2023年 12月 26日（火） 

12:20～（開場 12:10） ※約 20分間 

３．開催場所 明石市立天文科学館 2階 プラネタリウム 

４．出  演 明石高校演劇部 

５．参加費  入館料のみ（高校生以下は無料。大人は 700円） 

（※お車の場合、駐車料金が別途必要です。） 

６．参加方法 当日整理券制です。直接ご来館ください。 

2023.7.28「星を見る会」での 1シーン 

（山内、野満らに扮した演劇部員が子午儀をのぞく） 

※夏に開催された「星を見る会」で

は、1928 年に行われた天体測量に

使用されたザルトリウス子午儀

を、天文科学館から明石高校サブ

グラウンドに運びこみ、当時使わ

れた観測台に設置しました。

情報提供日 2023 年(令和 5 年)12 月22日 No.0509 

問い合わせ先 
ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進室 天文科学館

（担当：井上、鈴木、西山） 

078-919-5000（内線 7152）

KOUHOU05-DTP
取り消し線
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日時：令和５年１２月２６日（火） 

開演 12：２０～（開場１２：１０）    

出演：明石高校演劇部 

会場：明石市立天文科学館プラネタリウム 

明石市人丸町２－６   

※高校生以下は無料！（大人は観覧料 700円、駐車料金が別途必要） 

 

 

 

この国の子どもたちのために、最新の技術とそれによって得られる真実、 

本当の子午線の位置を観測することが重要なのです。 

・・・・・・・教育は希望です。 

 

 

明石高校（当時は明石中学校）の初代校長山内佐太郎と 

京都大学地球物理学教室の野満博士との熱い思い。 

１９２８年の夏、それは始まった・・・・・・。 

子午線の町、明石。現在の天文科学館にもつながる歴史的 

観測の物語です。 

７月２８日（金）明石高校 100 周年記念行事

「星を見る会」の企画として、明石高校講堂に

て上演された「STAR VIEWERS」。その再

演が明石市立天文科学館にて実現します！ 

問い合せ  県立明石高等学校  杉本 

         078‐９１１‐４３７６  

STAR 

VIEWERS 
スタービューワーズ   ～ 星を見る人 ～ 

                      明石高校創立１００周年記念創作劇 


